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　近年、パニック障害の遷延化について多くの報告
がなされ、治癒率は必ずしも高くないとされている。
演者らは1989年9月1日より1994年8月31日ま
での5年間に東京医科大学病院精神神経科外来を初
診した患者さんのうち、DSM－11でpanic　disorder
with／without　agoraphobia　と診断された症例330例
（平均治療期間516．4日）の内、2年以上の長期経
過を追えたものに対し、診断、年齢、性差、症状経
過について調査し、初診半年後、1年後、2年後の
症状変遷により予後予測の検討を行った。
　全症例330例のうち男性164例、女性166例と性
差を認めず、また広場恐怖を伴わないもの（PD）163
例、伴うもの（PDA）167例と診断による差異も認
めなかった。2年以上の長期通院症例は96例で、
平均治療期間は1277．8日であった。その内訳を見
ると男性47例、女性49例と性差は認めなかったが、
PD　34例、PDA　62例とPDA症例が有意に多かった。
　パニック障害の経過は、パニック発作のコントロ
ール、広場恐怖症状による生活範囲の制限、合併障
害等により大きく左右されるものと考えられる。演
者らはその症状経過を、初診2年後の時点で評価し、
定期的若しくは機会的服薬によってその症状が概ね
軽快している経過良好群54例（男性32例・女性22
例、PD　22例・PDA　32例）、2年以上の長期治療に
も拘わらず症状コントロール不良の経過不良群21
例（男性6例・女性15例、PD　3例・PDA　18例）、
中間群21例（男性9例・女性12例、PD　10例・PDA
11例）の3群に分類した。さらにこれらに対し初
診半年後、1年後の時点についても同様に症状経過
を評価して、その変遷を縦断的に見たところ、初診
半年後の症状経過が良好なものは9割以上が2年後
以降も良好で不良に転じた例はなかった。2年後の
症状経過不良群では、7割以上が半年後から不良で
あり、半年後の症状経過が長期経過を予測する目安
になることが示唆された。
［目的］近年子宮頚部異形上皮、CISの新しい治療
法としてレーザを用いた光線力学的治療法（PDT）
が行われるようになってきた。しかし、その副作用
である光過敏症のため長期の遮光を必要とし治療後
の生活行動制限が問題となっている。この副作用の
軽減を目的として、より代謝が早く効果的な光感受
性物質Mono－L－aspartyl　chlorin　e6（NPe6）に注目
し、その臨床応用のため子宮頚部癌細胞皮下移植
ヌードマウスを用い基礎実験を行った。
［方法］1）6週齢BALB／c雄性ヌードマウスに6種類
の子宮頚部癌細胞（Hela，CaSki，SKG　I』，ma，皿b）
を皮下移植した。移植腫瘍確認後NPe6（5mg／kg）
を静脈投与した。投与1時間後にレー一一一・ザ（664㎜，
100J／cm2松下産業機器半導体レーザ）を用いたPDT
を行い腫瘍縮小効果について検討した。2）Hela，
CaSki，SKG　I，ll，ma，　m　bの培養上清へ、1，10，30
sc・g／mlの濃度でNPe6を添加し、24時間接触後同様の
レーザ（10J／cm2）を照射し、光顕および電顕を用
いて形態的変化を経時的に観察した。
［成績］1）レ・一・一’ザ治療後2週間の移植腫瘍消失率は
Hela　92％，CaSki，　SKG　I，ll　，　m　aはともに100％、
SKG　III　bは83％であった。2）培養細胞を用いた形態
的観察では、レーザ照射直後より細胞質表面に八ッ
頭状の隆起性変化を認め、1時間後には全ての細胞
において細胞膜が崩壊し細胞死が確認された。
［結論］今回の基礎的検討からNPe6を用いたPDTの
直接的な腫瘍細胞への障害作用が確認されるととも
に、子宮頚部癌移植腫瘍の著明な消失効果より今後
の臨床への応用が可能と考えられた。
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